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○議長（山口憲一郎議員） 

皆さんおはようございます。開会に先立ちまして皆さまに申し上げます。新型コロナ

ウイルス感染予防のため場内でのマスク着用をお願いいたします。 

ただ今から令和５年第１回長与町議会臨時会を開会いたします。 

これから本日の会議を開きます。 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は会議規則第１２７条

の規定により、１０番岩永政則議員、１１番堤理志議員を指名いたします。 

日程第２、会期の決定の件を議題といたします。お諮りします。本臨時会の会期は本

日の１日間にしたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。よって、会期は本日の１日間と決定いたしました。 

日程第３、議案第１号令和４年度長与町一般会計補正予算（第８号）を議題とします。

ただ今議題としました議案について提案理由の説明を求めます。 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

議案を提案する前に、私の父の葬儀に関しまして皆さま方にはご会葬またご厚情を賜

りました。心より御礼を申し上げたいと思っております。ありがとうございました。 

それでは、議案第１号令和４年度長与町一般会計補正予算（第８号）につきまして提

案理由を申し上げます。予算書の１ページをお開きください。今回の補正は歳入歳出そ

れぞれ８,０７７万２,０００円を追加いたしまして、補正後の総額を１５１億２,８７９

万１,０００円とするものでございます。補正の内容につきまして、２ページからの第１

表歳入歳出予算補正によりご説明を申し上げます。歳入の１４款国庫支出金では、予防

接種健康被害給付費負担金および出産・子育て応援事業費補助金を計上。１５款県支出

金では、出産・子育て応援事業費補助金および地域部活動推進事業補助金を計上。１９

款繰越金は、今回の補正の財源調整として計上しているところでございます。 

続いて、３ページからの歳出について主なものをご説明申し上げます。４款衛生費で

は、予防接種健康被害給付金および出産・子育て応援事業に要する経費を計上いたして

おります。初めに予防接種健康被害給付金につきましてご説明を申し上げます。本件対

象者は令和３年５月２０日に新型コロナワクチンを接種し、残念ながら翌２１日にお亡

くなりになられました。その後、ご遺族より健康被害救済制度の申請がなされ長崎県を

通じて国に進達しておりましたが、このたび国より認定する旨の通知がまいりましたの

で、予防接種法に基づき死亡一時金等を給付するものでございます。本件対象者のご冥

福を心よりお祈り申し上げますとともに、速やかな給付に努めてまいりたいと考えてお

ります。次に、出産・子育て応援事業につきまして事業概要をご説明申し上げます。全

ての妊婦や子育て家庭が安心して出産、子育てができるよう、妊娠時から全ての子育て



家庭に寄り添い、相談に応じて必要な支援につなぐ伴走型相談支援と、経済的支援の両

方を一体として実施する出産・子育て交付金が国において創設されました。本県におき

ましても、この交付金を活用した出産・子育て応援事業を令和５年３月から実施する予

定としております。実施事業の１点目は伴走型相談支援といたしまして、妊娠届出時、

妊娠８か月頃、出産届出時において３回の面談を実施いたします。これらの面談を通し

まして出産や育児等の見通しを立てやすくすることを目的としているところでございま

す。２点目は経済的支援といたしまして、妊娠届を提出した妊婦に出産応援金として妊

婦１人当たり５万円、出産届出時に子育て応援金として新生児１人当たり５万円を給付

いたします。給付対象者は令和４年４月１日以降に出産された方、もしくは妊娠届を提

出された方となり、支給申請に必要な書類を順次郵送する予定としているところでござ

います。１０款教育費では、地域運動部活動推進事業に要する経費を計上いたしました。

中学校における休日の運動部活動の地域移行を令和５年度から円滑に実施するため、移

行体制の構築を図ることを目的として各部活動の指導者に対する研修会ならびに地域移

行説明会を開催する予定としております。４ページは繰越明許費といたしまして、地域

運動部活動推進事業をお願いするものでございます。以上が補正予算の主な内容でござ

います。議案の後に補正予算に関する説明書を添付しておりますのでご参照の上、ご審

議のほどよろしくお願い申し上げます。以上でございます。 

○議長（山口憲一郎議員） 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

内村議員。 

○７番（内村博法議員） 

地域部活動推進事業補助金についてお尋ねします。先ほど町長の方から移行体制とい

うことで説明会等、そういった事業を行うということになっておりますけども、もう少

しこの事業内容を詳しくご説明いただきたいと思います。それから、長与町のホームペ

ージを見ますと、受け皿の組織が総合型地域スポーツクラブというふうになっているん

ですけども、どのような団体なのか。すなわち営利法人なのか公益法人なのか、そうい

う団体の性格がどのようになっているのか。それから、そもそも論なんですけども、こ

の部活動は法的にはどのような位置付けになっているのか。すなわち正規の授業科目で

はなく自主活動と私なりに理解しているわけですけれども、どのような性格なのか。そ

れから、現在の部活動参加者はどのぐらいおられるのか。また、運動部と文化系の両方

に参加しておられる方もいるのではないかと思うんですけども、その辺りがもしお分か

りであれば教えていただきたいと思います。それから、長与町のホームページを見ます

と会費が月３,０００円、それからスポーツ安全保険の年８００円の負担が保護者にかか

るということで、これは今までの部活動と新たにこういう費用が負担されるのか。ちょ

っとその辺りがよく分かりません、現状と比較してですね。その辺りをもう少し教えて

いただきたい。というのも、これ年間４万円近くなるわけですね。３年間で１１万円ぐ



らいになるんですよ、負担が。この子どもの費用っていうのは給食費とか、ＰＴＡ会費

とかいろんなものがまだ他にもかかっているわけですよね。だから、その辺り少し説明

していただきたいと思います。それからまた、今回は休日のみというふうに伺っている

んですけども、今後平日も移行となるとこの負担金が増えるんじゃないか、会費がね。

さらに増えるんじゃないかと思うわけですよね。だからその辺りはどうなのか教えてい

ただきたいと。それから、会費の徴収に当たっては保護者の同意が得られているのかど

うか、その辺り。それから、大会の参加費用というのがあると思うんですけども、これ

はどういうふうになるのかですね。この３,０００円の他に徴収されるのかどうか。それ

から、部活動地域移行のデメリット、メリットをどのように考えておられるか。それか

ら最後に、憲法は義務教育の費用は無償と規定しているわけですよね。その精神に照ら

せば、現状、また現在は少子化対策のため教育費の負担をなくす方向で政府も動いてい

るわけですけれども、この３,０００円を取るっていうことは逆行しているんじゃないか

なと私自身は考えているわけですよね。その辺りご説明をお願いしていただければいい

と思いますが、以上です。よろしくお願いします。 

○議長（山口憲一郎議員） 

田中教育委員会理事。 

○教育委員会理事（田中真君） 

まず、本補正で上げさせていただいている分に関しましては、国および県の補正予算

で確保されております「地域移行体制の構築に対する支援」を活用いたしまして、地域

運動部活動がその移行体制の構築に必要な指導者研修会に係る講師謝礼や消耗品費、説

明会に係る印刷製本費、その事務に当たる会計年度任用職員の雇用等に係る経費をお願

いするものでございます。受け皿となります総合型地域スポーツクラブである長与スポ

ーツクラブでございますけれども、こちらはＮＰＯ法人となっております。続きまして、

部活動の位置付けということですけれども、学習指導要領におきまして教育活動の一環

ということで示されております。加入生徒数ですが、概算になりますけれども約７割程

度が文化部、運動部ともに活動している状況にございます。経費につきましては、今回

会費としまして３,０００円、年間にかかる保険代として８００円というところになりま

すが、現在学校の方ではスポーツ振興センターの保険に加入しまして半額補助を行って

いるところですが、文部科学省の方からも提示があっておりますがその保険は適用され

ないというところでございますので、子どもたちの安全あるいは万が一のけがの対応と

いうことで８００円の支出をお願いしているところでございます。会費に関しましては、

現在も５００円から４,０００円ぐらいまで、幅は各運動部活動等において異なりますけ

れども部費という形での回収等は行われているところかと思います。ただし、議員ご指

摘のように生活困窮家庭であったり、そういったところへの補助的なものに関しまして

も検討を現在進めているところでございます。続きまして、現在、今回は休日のみとい

うことで行われておりますが、今後平日への移行ということも文部科学省の方は検討を



進めているところでございまして、本町としましても少子化等を踏まえまして各学校で

活動ができない生徒等もございますので、平日の地域移行というところに関しても一定

の平日の地域移行のめどが立った段階でそちらへの移行も検討していきたいと考えてお

ります。大会参加費についてですけども、こちらについては現在も別途徴収している状

況がございますので、今までと大きく変わるところはないという認識を持っております。

また、地域移行へのメリット、デメリットでございますけれども、先ほどもお話しいた

しましたが、今後少子化がさらに進んでまいることは想定されるところでございますが、

現在でも各学校単位での部活動が成立しない状況が発生してきております。今回の地域

移行、既にバスケットボールあるいはバレーボールといったところが行われていますが、

そこに自分の学校にはその部活動がない生徒も参加しておりますので、また今後そうし

た子どもたちが大会等にも参加できるといったところは、子どもたちのやりたいことが

実現できる環境ができてくると考えております。デメリットとしましては、先ほども発

言がございましたように金銭的な部分でやはり負担というのが大きくなってくる部分が

ございますので、重ねてこちらについても費用負担をできるだけ少なくできるよう検討

しているところでございます。会費につきましては、これは全員加入とか強制加入では

ございませんので、希望される方が加入されるというところになり、平日の部活動は学

校単位で行いますし、土日は地域移行をしますので、土日の分に関しては希望がなけれ

ば参加しないという選択もございますので、その段階で参加したいという同意があった

ものに関して会費を頂くという形になります。今までの形の中でも必要経費という形で、

部費という形でお金の徴収を行っておりますので、その点に関しては指導いただく方に

謝金をきちっと支払うようにというところも文部科学省の方から提示されておりますの

で、そこには抵触しないのではないかと考えております。 

○議長（山口憲一郎議員） 

内村議員。 

○７番（内村博法議員） 

少し質問事項が多くて申し訳ありません。ＮＰＯ法人って言われる総合型地域スポー

ツクラブですね。これは具体的にはどのような、長与町だったらそういう団体があるわ

けですかね、現在。で、その団体は何人おられるのか。その辺り少し詳しく説明してい

ただきたいということと、先ほど部活動は教育活動の一環としてということで言われた

んですけれども、つまり法律的にはこれは教育課程外の課外活動、いわゆる自主活動と

いうふうに私は理解しているんですよ。その理解でいいのかどうか、再度伺いたいと思

います。それから、会費月３,０００円っていうのが今までは５００円から４,０００円

取っておられたということで、この５００円から４,０００円というのは平日の分も含め

て徴収されていたのかどうか。少しそこを教えていただきたいということと、先ほどの

答弁でちょっと分かりにくかったんですけれども、今後平日も移行するとなると会費が

増えていくのかどうかですね。具体的なのは分からないまでも増えていく蓋然性が高い



のかどうか。その辺りを教えていただきたい。それから、部活動そのものは強制ではな

いというのは私も感じているわけですよね。強制ではないということであれば、教育活

動の一環としてっていうのは少し矛盾するんじゃないかなと思うわけですけれども、そ

れはさておいて、何人ぐらい参加しているかということですね。ちょっと聞き忘れまし

たけどもう一度。学校の生徒がほぼ全員なのかどうか、部活動に参加しているのは。細

かな数字は要りませんので、ほぼ全員なのかどうか再度お願いしたいと思います。それ

から、先ほどの最後の質問なんですけども、憲法は無償と規定しているんですよね、義

務教育は。これはもうはっきりうたっているわけですよね。しかしその無償という範囲

がいろいろ法律上見解が分かれていまして、通例では授業料の対価だと、授業料を免除

するというのが通例で言われているんですけれども。やはりこれだけ子どもの費用にお

金がかかっている現状を見ると、今後このＮＰＯ法人の運営とかにお金が要るわけです

けれども、そのための会費３,０００円っていうふうに私は理解しているんですけれども、

やはり今後補助を町から増やして、できるだけ会費を縮減するような方向でできないか

どうか。そこをお伺いしたいと思います。 

○議長（山口憲一郎議員） 

田中教育委員会理事。 

○教育委員会理事（田中真君） 

ちょっと順番が変わるかもしれませんけれども、まず教育活動かどうかということに

関しましては、先ほど申しました学習指導要領の中では教育活動の一環というふうに示

されております。ただし実際行われている部分に関しましては、教員が今まで関わって

きております。勤務時間内からスタートしておりまして、その部分において教員が顧問

であったり指導者として付くことがございました。しかし実際のところは、勤務時間外

の活動をして行われているところでございますし、人数についてもございましたが約６

割から７割程度でございますので全員加入ということではございませんので、そこが義

務教育の無償に当たるかというところになってくると、そうではないというふうに考え

ております。長与スポーツクラブですけれども、非営利組織ということで国の認定の下、

総合型地域スポーツクラブ、日本スポーツクラブの中に所属されている団体でございま

す。子どもたち等にけが等があった場合に訴訟ということも考えられますので、法人格

のＮＰＯである長与スポーツクラブに受け皿になっていただいたというところでござい

ます。あと会費の縮減というところについては先程来申しておりますが、今回も「地域

移行体制の構築に対する支援」ということで、国と県の補助金を活用させていただきな

がら進めていくということでございます。今後もそうした補助金的なものがあれば活用

させていただきながら、ご家庭の負担というのは軽減できるように努めてまいりたいと

考えております。 

○議長（山口憲一郎議員） 

金﨑教育長。 



○教育長（金﨑良一君） 

多少長くなるかもしれませんが補足をさせていただきます。まず、ＮＰＯ法人の総合

型地域スポーツクラブ長与スポーツクラブですが、この団体につきましては平成１９年

に設立を準備いたしまして平成２１年３月に設立をしております。その後平成２６年に

ＮＰＯ法人を取得いたしまして現在に至っております。この設立の時期、１９年につき

ましては、当時文部科学省の方で各市区町村に最低一つは総合型地域スポーツクラブを

設置するようにという通知がまいりまして、その通知にのっとって設立をしたもので、

長与町につきましては民間主導で設立をしたものでございます。理事を１０人置きまし

て、その中の合議制で運営を進めているような団体でございます。なお、この現在まで

の運営につきましては参加の会費をベースとしましてそれで運営をしてきたような団体

でございまして、現在、中学生の地域移行含めて約４００名が会員として活動している

団体でございます。補足は以上でございます。 

○議長（山口憲一郎議員） 

内村議員。 

○７番（内村博法議員） 

最後に、部活動っていうのは私たちの小さい頃から、もう古い時代から始まっており

まして、その部活動の意義っていうのは非常に大事なことなんですよね。私も中学校と

かで部活動をやっていましたから、成人になって非常に大きな影響を与えていると、こ

れはもう間違いありません。非常に重要な活動というふうに私自身は認識しております。

今回ですね、移行を私なりに整理しますと、つまり教職員の負担を軽減しようというこ

とで部活動を外部委託しようと、こういうふうに理解しているんですよね。教職員の働

き方改革ということで給特法の改正が行われまして、その際、変形労働時間制とかそう

いうのありましたけども、一月に４５時間以内、時間外勤務ですかね。それから、年間

３６０時間というのが改正でなされたわけですけれども、やはり教職員の負担軽減をな

くすために外部委託したわけですよね。外部委託を今回しようとしているわけですよね。

そうしますと逆に今度は負担が増えるっていうのは、ちょっと違和感を覚えるわけです

よね、保護者のね。だから、そういうことをやはり町民にきちっと説明しておかないと、

この制度は何なのかっていうことになるわけですよね。本来、教職員の負担軽減を図る

ためっていうのがあるわけですよね。私はそういうふうに理解しているけど、その辺り

の見解を最後にお伺いしたいと思います。 

○議長（山口憲一郎議員） 

金﨑教育長。 

○教育長（金﨑良一君） 

まずこの部活動の地域移行につきましては、その元になりましたのは少子化でござい

まして、少子化の中で先ほど理事の方からも説明をいたしましたが、チームスポーツ等

が成り立たなくなっている地域がございますので、そこの体験機会を増やすために、も



う少し学校の枠を広げてエリアを大きくするということが元々の発想でございまして。

つまり、生徒あるいは子どもたちのためということが優先第一の考えでございまして、

それを実現するために部活動を地域に移行していく。さらには、休日から今度は平日に

移行していくというふうなことを実現してほしいというのが国の方針でございます。そ

の方針にのっとったところです。なお、部活動につきましては教職員が経験したことが

ないものが約半数以上ございまして、その経験したことがない教職員が担当するという

ことが非常に負担になっているということがその後で調査によって分かりましたので、

国の方としても教職員の働き方改革の一助にもなるんではないかというふうな考え方が

２番目に付け加わった考えというふうに、そのまま長与町教育委員会としても受け止め

ておりまして、まずは子どもたちの環境を守るということを第一義的に取り組んでいる

状況でございます。 

○議長（山口憲一郎議員） 

他に質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

ただ今議題となっています議案第１号は、総務厚生常任委員会および産業文教常任委

員会に分割付託をいたします。 

お諮りします。ただ今各常任委員会に付託しました議案第１号は、会議規則第４６条

第１項の規定によって本日中に審査を終了するよう期限を付けることにしたいと思いま

す。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。よって、議案第１号は本日中に審査を終了するよう期限を付け

ることに決定いたしました。 

各常任委員長は審査の結果を本日中に議長に報告願います。 

次の会議時刻については、各常任委員会からの委員会報告がそろい次第連絡いたしま

すのでよろしくお願いいたします。 

各常任委員会審査のため、暫時休憩いたします。 

（暫時休憩） 

○議長（山口憲一郎議員） 

それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第３、議案第１号令和４年度長与町一般会計補正予算（第８号）を議題といたし

ます。ただ今議題としています議案について、委員長の報告を求めます。 

総務厚生常任委員長。 

○９番（金子恵議員） 

それでは、議案第１号令和４年度長与町一般会計補正予算（第８号）の総務厚生常任

委員会に分割付託されました部分の報告を行います。審査日は令和５年１月３０日、委



員全員出席の下、説明員に関係所管管理職ならびに職員を招き審査を行いました。提案

理由、主な内容として、企画財政部財政課では、財源調整のための繰越金６２９万５,０

００円を計上。住民福祉部こども政策課では、出産・子育て応援事業は、全ての妊婦や

子育て家庭が安心して出産・子育てができるよう、出産・子育て交付金が国において創

設された。本町では、出産・子育て応援事業を令和５年３月から実施する予定である。

事業の概要は、妊娠届出時から３回の面談、出産応援金として妊婦１人当たり５万円の

給付、子育て応援金として新生児１人当たり５万円の給付。給付対象者は令和４年４月

１日以降に出産もしくは妊娠届を出した者。次に健康保険部健康保険課では、予防接種

健康被害給付金は、予防接種法に基づき予防接種を受けたことにより健康被害が生じた

と厚生労働大臣が認定した場合に給付するもの。令和３年５月に、新型コロナワクチン

を接種し死亡された方の遺族から健康被害救済制度の申請がされ、予防接種法に基づき

死亡一時金等を給付するもの。以上の説明がありました。主な質疑として、こども政策

課では、令和５年３月のスタートとのことだが、転入転出の影響はないのかに対し、３

月１日時点で抽出し申請書を送付する。転出者に関しては、給付時に本町にいれば給付

するとの答弁でした。次に、里帰り出産の対応はどうかの質疑に対し、自治体間で情報

を共有し面談を行い、給付に関しては住所がある市町が対応することになっているとの

答弁でした。これまでの母子健康推進員の活動と重複しないのかの質疑に対し、今回は

専門職の方が面談を行うため、母子健康推進員の活動とは異なるとの答弁でした。次に

健康保険部健康保険課におきましては、死亡が１人とのことだが、他に申請はないのか

の質疑に対し、他に申請はなかったとの答弁でした。次に健康被害の相談はなかったの

かに対し、５、６件の相談があり、４人に申請書を渡したとの答弁がありました。財政

課では特記すべき質疑はありませんでした。 

以上、慎重に審査した結果、全会一致で可決すべきものと決しました。以上報告を終

わります。 

○議長（山口憲一郎議員） 

これから総務厚生常任委員長の報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

続けて報告を求めます。 

産業文教常任委員長。 

○１２番（河野龍二議員） 

それでは、産業文教常任委員会に付託をされました議案第１号令和４年度長与町一般

会計補正予算（第８号）産業文教常任委員会所管分の審査結果の報告をいたします。審

査日は令和５年１月３０日、委員全員出席の下、説明員として関係所管管理職ならびに

職員を招き審査を行いました。提案理由、主な内容では、教育委員会学校教育課では、

中学校における休日の運動部活動の地域移行を令和５年度から円滑に実施するため、そ

の準備に係る経費等を計上している。歳入では、教育費県補助金として、地域部活動推



進事業補助金１０７万７,０００円を、歳出では、指導者の研修や説明会を行うに当たり、

必要となる講師謝礼や消耗品費、リーフレット作成のための印刷製本費などを計上して

いる。また、事業着手が補助金の交付決定後となることから、事業が年度をまたぐ可能

性があるため、第２表繰越明許費として地域運動部活動推進事業１７８万４,０００円を

計上した。以上の説明がありました。主な質疑では、質疑、休日のみの活動とのことだ

が、部活動が存在しない学校の生徒は、平日は存在する学校に移動しての部活動が可能

なのかに対し、現時点では学校の枠を越えての活動は考えていない。質疑、文化部の地

域移行の考えはに対し、文化庁からの方向性が示されており、本町でも２月に推進委員

会を開催し協議していく。質疑、令和５年４月からの事業との説明だが、今回補正予算

で計上しなければならないほど急ぐ必要があったのかに対し、令和５年４月からの実施

に向けて指導者への研修などの準備が必要なため今回の補正となった。質疑、指導者研

修の内容はに対し、体罰の防止や各競技のコーチングなど競技に精通した専門家を講師

に考えている。質疑、講師謝礼４０万８,０００円の根拠はに対し、１２種目の２回分を

予定している。質疑、地域移行について保護者への説明や意見の聴取はどのように行っ

たのかに対し、学校別に保護者説明会を開催した。アンケート調査も行い意見を聞き、

意見への回答などで対応してきた。 

以上のような質疑が行われ、慎重に審査した結果、全会一致で可決すべきものと決し

ました。以上報告いたします。 

○議長（山口憲一郎議員） 

これから、産業文教常任委員長の報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから、議案第１号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、日程第３、議案第１号令和４年度長与町一般会計補正予算（第８号）を採

決します。本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は、委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

以上で、本臨時会に付議されました議案の審議は全て終了いたしました。 

お諮りします。会議規則第４５条の規定により、本臨時会において議決された案件に

つきまして、字句、数字、その他軽微な整理を要するものがあった場合、その整理を議

長に委任されたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。よって、これら整理を要するものにつきましては、議長に委任



することを決定いたしました。 

これにて会議を閉じます。 

令和５年第１回長与町議会臨時会を閉会いたします。 

お疲れさまでした。 

（閉会 １２時０９分） 

 


